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自治体×企業で取り組む地域課題解決
～まちづくりのコンセプトを考える～

自治体との取組みにおける結節点
（≒コンセプト）のつくり方



© 2020 OZ1 Corp. All Rights Reserved. CONFIDENTIAL 2

自治体のスマートシティに思う事

１．住民が住みやすい（QoLの向上）
・街の利便性があがり住民の満足度があがる
・子供を安心して育てられる環境

２．新しい産業ができる（雇用が生まれる） など

１．住民税の増加

２．法人税の増加

自治体的マインド

企業的マインドに変換

税収（収入）の安定化

税金でサービスの拡充

財務基盤は大切
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自治体における税収

１．住民税
少子高齢化が進み子供への負担など将来への不安

２．法人税の増加
市場がモノづくりからGAFAのようなデジタル化が進む
国内産業はまだモノづくりが主体（簡単に企業は増えない）

将来への漠然とした不安

スマートシティへの期待
新しい産業で経済活性化し、住民サービスも増えて
日本全体が活気づくかも・・・「何からすれば？」

税収に感じるもの
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まずはスマートシティを考えると・・・

大阪スマートシティパートナーズフォーラム（OSPF）では
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何が大変なのか先端技術
5G、自動運転、ドローンなどの最新の世界を変える技術はオペレーションも開発中
（先端技術を否定しているのではなく、自費で1自治体が取り組むのはハードルが高い）

５Ｇ
対応機器が少なく、基地局もこれから。
→通信キャリアが5Gを引き、機器が出てきたタイミングでローカル5Gでもいいのでは？

ローカル5Gは基地局だけではダメ
→5Gは基地局と端末の通信速度が改善されるが、基地局からサーバーまでの距離は改善されない
→大阪のデータを東京や地方に送れば、5Gの意味が損なわれるので、ローカルエッジサーバーが必要

使用用途がはっきりしてから、必要な機材と一緒に考えていきましょう。Wi-Fi6でも十分高速通信できます。

自動運転
自動運転の技術から始まり、車の保険、既存車

とのルール、サービス提供社（運営、保証、メン
テナンスなど）整えるべき課題は多くあります。

自治体が導入すると自治体の責任で上記を解決
するにはリソースが膨大に掛かります。

ドローン
監視・管理での運用から自動配送など幅広く実用を期待

されてますが、法的ルールや運用面が複雑で、安定した技
術も開発中です。
Q: 住宅街を飛行中に配送ドローンが突風で他人の家に

墜落し窓ガラスを割った場合、誰の責任？
選択肢：ドローン企業、サービス会社、推奨した自治体

国の助成金や交付金など活用して実装もできるがオペレーションコストが読めない状態に…

ハイテクに含まれるオペレーションの壁
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オープンイノベーション 約14,100,000件
イノベーションハブ 約2,580,000件
イノベーションプラットフォーム 約10,800,000件

日本最大のイノベーションプラットフォーム

AUBA（eiicon）PR一覧 4,887件

検索「イノベーションハブ」

イノベーションを検索すると、情報が多すぎて企業側は何を基準に見ているのか？

Yahoo！の5ページまでにあるハブ

最近のFacebook広告

日本各地で起こってる
「イノベーション祭」

企業側でも何が起こってるか
知るのは結構大変

結果、目先の課題解決がビジネス

企業目線のイノベーション
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自治体との取組みにおける結節点
（≒コンセプト）のつくり方
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課題解決案

課題明確化

企業 自治体

課題すり合わせ

コンセプト検討

従来の方針

新しい価値観

スマートシティ
コンセプト

街のアセット

スマートシティコミュニケーションの流れ

従来からの課題

サービス・技術
由来の方向性 ステークH.MAP

保守・縦割り資本主義・テクニカル

SCityの方針

公民連携（共同）

体質・文化の違い

新しいサービスでの
QoL向上への変化

シームレスな
サービス提供の素地

街の良さ・サービスの質・利便性など
分かりやすい方針（首長が話易い内容が望ましい）

デジタル化された社会変容など

サービスコンセプト
（事業計画）

デジタル化による従来の方針
アセットとの変容

スモール
スタート

ビック
ピクチャー
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課題解決案

課題明確化

企業 自治体

課題すり合わせ

コンセプト検討

従来の方針

新しい価値観

スマートシティ
コンセプト

街のアセット

スマートシティコンセプトの流れ

従来からの課題

サービス・技術
由来の方向性 ステークH.MAP

保守・縦割り資本主義・テクニカル

SCityの方針

公民連携（共同）

体質・文化の違い

新しいサービスでの
QoL向上への変化

シームレスな
サービス提供の素地

街の良さ・サービスの質・利便性など
分かりやすい方針（首長が話易い内容が望ましい）

デジタル化された社会変容など

サービスコンセプト
（事業計画）

デジタル化による従来の方針
アセットとの変容

スモール
スタート

ビック
ピクチャー

①
②

③

③

④

④



© 2020 OZ1 Corp. All Rights Reserved. CONFIDENTIAL

①自治体側の課題整理の流れ
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まずは自治体の課題を整理してみましょう！

内閣府のテンプレート利用

課題は自治体が抱える
カテゴリ（所管する部署）

Or

自治体全体が抱える課題

企業はそのフィールドで
ビジネスできるかが鍵

・この自治体でやるメリット
・人口が多い（マーケットサイズ）
・豊富な予算（売上直結）
・小回りが利く（実証フィールド）
・企業特有のサービスがハマりやすい
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実際に書いてみた例

課題
少子高齢化（人口減）
高齢化に伴う移動手段

ハイテク活用から
住民サービス向上が目標

言葉から企業がフィールドとして
検討できるか？

（言葉だと分かりずらい）
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言葉から読み解けないものを図で解説

図の書き方
１．言葉で出てくるモノを配置

・人や施設
＊極力細かい粒度で書かない。

具体例は、企業と話ながら
（例：足の悪い高齢者

引きこもりの子供 など）

高齢者解決は企業が色々と提案する中に

答えが見つかるケースが多いので、
初期値が細かすぎると企業側が難しい

２．線でつないでみる

３．枠・線に課題を書いてみる
（書いていて思いついたら
コメントを少し付け加えてみる）
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図式化したら自分でもどんなサービスがあるのか調べてみる

政府CIO100でもオープンデータ
活用したアプリを100個事例を掲載

見る事でサービスイメージが付く

企業と一緒にブレストが出来る

企業側も一緒に考えてくれる相手
（＝やる気のある自治体）
はお金に変えれない価値を生み出
すケースも多い



© 2020 OZ1 Corp. All Rights Reserved. CONFIDENTIAL

課題を書く
ステークH.MAPで

課題を見える化する
欲しい解決策を考える

関連課題含めて、俯瞰し
て課題を確認する

S.H.MAPをみて政府
CIO100などから欲しい

解決策を考える

街の魅力再検討

街の強みや弱み
S.H.MAPに書き加える

街オリジナルの
スマートシティへ
（コンセプト）

課題解決から見るスマートシティへの進め

企業側と共に相談しながら進めるフェーズ

自治体で進めるフェーズ

④
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②③企業側の課題アプローチの流れ
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課題からアプローチ先を検討

対応可能な自治体を探す 課題の概要を読む
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課題からアプローチ先を検討

ステークホルダーマップから
相関性を確認する 自治体の要望を考える

＋
Webなどからの情報
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Webの情報を見てみる

子育て環
境を整え
て住民増
やしたい

具体的には
政策情報

自治体前回の課題感も把握
（自治体訪問時必ず説明される） 自治体名＋課題で検索

豊能町人口ビジョン

Webには自治体の情報が色々

Web情報の構成
Topは自治体が考える大枠

課題を合わせて検索すると
過去から自治体が向き合って
きた課題における情報がある

提案するサービスは、課題と
マッチしているのか？

ただし自治体でも気が付かない
点も多くある

（気が付いてたら解決できている）
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課題からアプローチ先を検討

提携可能性を企業リストから探し、
自治体へ向けてシームレスなサービスを検討

＋既存パートナ活用

自社のサービスが課題とマッチ

1社で解決できない場合
仲間を募る

シームレスに繋がるか
仲間とも相談

（OSPFでは230社が参加）

パッケージ化すると
既存事業の強化
新規事業の創出スマートシティのサービスは1社では難しい仲間を作ろう！
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企業側提案書を作ってみよう

自治体向け提案書
（課題）

課題に向けた
取り組み内容
（指針）

ステークホルダーマップ
（提案範囲の整理）

各社ソリューション

スケジュール

マネタイズ

残課題

自治体と作る将来設計

コンセプト

OSPFプロジェクトコーディネーターのグランドデザイン骨子

④
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課題に向けた取り組み内容（指針）

豊能町例
初期課題：人口減少＋移動問題
課題要約：2万人の人口の1/3が65歳を超える、「20-30代結婚を機に転出」

Webの豊能町人口
ビジョン情報

人口減へのアプローチ 町長の所信表明：「教育大綱」

街の課題を企業から見て再構築
（強み・弱みなど利用）

課題・方針に合わせて初期設定
（方針すり合わせ）

自治体とのMeetingで
アプローチ方針を固める

見てる視点を合わせていく

⇒教育で人口増を考える
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ステークホルダーマップで自治体と企業の課題の共有化

初期に自治体側が作ったもの

アプローチする部分をフォーカス

整
合
性

ステークH.MAPを活用

・MAPが上手く書けない場合は
自治体と企業ですり合わせ

・企業がアプローチする課題
を組込みアプローチ方法を
自治体とすり合わせ

アプローチ個所は色付けや
課題記載しながら相互理解
できるように心がけ

自治体へ提案も含めて企業側が
アプローチできる事も書いてみる
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ステークホルダーマップで課題をフォーカス

課題になっている点を自治体と企業で整合していく

そのサービスは何を解決するのか？
MaaSは何を解決するのか → オンデマンド交通は、住民が移動したいタイミングでシームレスに・・・
ヘルスケアは何を解決するのか → 健康情報で住民の生活習慣病を改善し、保険診療も削減し・・・・

MAPで誰に対する
何を改善するのか？

GIGAスクールにおける
先生の課題から解決

企業目線で記載

自治体とすり合わせ

自治体の課題と整合

教育が良くなれば住民も喜ぶ



© 2020 OZ1 Corp. All Rights Reserved. CONFIDENTIAL 25

各社ソリューション

座組と各社の役割

誰が何をするのかの概要（予定）
既に決まっているもの
これから調整するもの

具体的なソリューションは各企業の
提案内容をAppendix

まずはどんな企業や団体が何をするのか概要を記載します
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各社ソリューションの具体例

既に採用された例やサービスの効果が分かる事例

サービスを行う効果

効果の在り方
想定される効果や
今までの事例で
関係者が理解できる情報

豊能町の例
デジタル先進国エストニア活用
・デジタル教育（GIGAスクール）
既に導入し20年近くの経験

・デジタル教育の結果PISAテストでNo1
・利用しているツールの概要

期待される効果
・導入すれば街の教育も良くなる
・学生がIT教育されるとIT人材も増える
・スマートシティのサービスを開発する
人材も増える

ここまでで一度
自治体へ提案

期待値のすり合わせへ
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提案内容を深堀する

自治体と期待値が合うと、色々見えない情報も確認できます
頂いた情報で、何をするのかを検討進めましょう

①
自治体との
Meeting

色々とネットに
無い情報も

②
情報から再度提
案フィールドを
確認しましょう

③
提案フィールド
で何が出来るか

検討

③
提案フィールド
で何が出来るか

検討
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スマートシティ的提案では

スマートシティでは各分野や関係者がデータ・サービス連携される事で住民のQoLを向上を図る

豊能町はエストニアの教育
交流を行うのでエストニアと同じ

環境を検討

データ連携基盤
（X-Road/FIWAREなど）

行
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豊能町を絵にすると・・・
イメージがつかないので

データ連携の本質論は、データでつながる事より、データを活用して新しいサービスが生まれる

新しいサービスは、住民が簡単にサービスを受けれる環境なので、すぐにデータ連携が必要とは限らない
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スケジュール/マネタイズ/残課題

スケジュール
Work Breakdown Structure（WBS）など利用して、自治体と企業（パートナー含む）と何をしていくのか記載

マネタイズ
今回のサービスを行う上で、誰からどのような費用を捻出するのか
その仕組みは持続可能なのか
自治体向けにカスタマイズが必要や設備など資産が自治体に残るものは、自治体と予算検討

（可能なら）収益の地産地消を目指す
住民サービスは基本住民から収益を得る事になり、その収益が自治体に還元できる仕組み

残課題
スマートシティのサービスは非常に幅が広い為、全てを網羅的にサービス展開は難しい
1-2年でスマートシティもできないので、数年かけて残課題も解決しつつ組み立てをしましょう
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④コンセプト・ブランディング
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日本の自治体の課題

「少子高齢化」と「住みやすさ」への取組みが自治体の主課題

出展：総務省：街づくりの観点から自治体が抱える課題

同じ課題であれば、都会が便利に・・・
スマートシティでも自治体課題は同じであり続ける？
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住民の街に求める住みやすさとは？

街選びの重要なポイントとは？
住んでみたい街、人気の街に共通する「9つの要素」

参照：LIFULL HOME’S
https://www.homes.co.jp/cont/town/town_00221/

1.交通利便性
2.生活利便性
3.居住快適性
4.安全性
5.資産性
6.街の雰囲気
7.再開発エリア
8.子育て環境
9.お受験や教育環境

スマートシティになっても人が住みたい環境は、大きく変化しない

利便性が主になると、三大都市に移動する人が多かった。地方自治体は、大都市に人口が流れていたが

コロナ禍で生活環境が大きく変わった。今、地方自治体が願う「スマートシティとは？」

参照「地域の暮らしの魅力を高める」
国土交通省

９つの内５つは都心的要素が強い
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街のコンセプトとは？

出展：三井不動産
https://www.mitsuifudosan.co.jp/machidukuri/tokyo_midtown/concept.html

自治体がスマートシティで考えていく事は、住民が住みたいと思える街づくり

東京ミッドタウンに住みたい人
・お金を気にしなければ多くの人は
憧れを持ち住みたいと思います

なぜ住みたい？

「コンセプト」・「ブランディング」
があり、それに合わせた街づくり

スマートシティは
「MaaSで便利」「行政サービスがデジタル」
「遠隔医療」・・・デジタルサービスが重要ではない

自治体と企業で協働で考える事が重要
（一つの目標を共有する）
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スマートシティのコンセプトとは？

今までの街のアセット デジタルサービスによる街の変容

スマートシティ
コンセプト

自治体 企業


